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　アフガニスタンで人道支援に尽力された中村哲さんが「公式発表を鵜呑み
にせずに、本質は何かと、鋭く見ていくこと大切なのではないか」とメッセー
ジを残しておられますが、今回取材でお世話になった山田正彦先生も「真実
を見てください！」とおっしゃられ、現場を見てきた方々の言葉の重みを感
じました。「真実」は決して歩いてやってくるものではなく、自分から探し
に行くものなのでしょう。「幸せ」と同じように。（紗）
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